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新
年
の
ご
挨
拶

左
京
税
務
署
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
左
京
納
税
協

会
並
び
に
左
京
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

平
素
か
ら
税
務
行
政
の
適
正
か

っ
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

本
誌
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
当
署
の

署
務
運
営
も
順
調
に
推
移
し
て

-E
園

幸

田

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
両
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

両
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
税
知
識
の
普
及
と
納

税
道
義
の
高
揚
を
図
る
事
業
活

動
を
幅
広
く
展
開
し
て
お
ら
れ
、

特
に
、
中
学
生
・
高
校
生
の
税
に

つ
い
て
の
作
文
募
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
従
来
か
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
次
代
を
担
う
多
く
の
生

徒
・
学
生
の
枠
さ
ん

に
、
阿
の
必
本
と
な
る

税
に
つ
い
て
の
政
義

や
役
制
を
正
し
く
刊
一

解
し
て
い
な
だ
く
こ

と
は
、
今
後
の
税
務
行

政
に
と
り
ま
し
て
も

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
し
て
稲
極

的
に
取
り
制
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お

干丈に因んで
泉山安井金比羅宮
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弘願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
間
も
な
く
平
成
二
十
六

年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
期
を
迎

え
ま
す
。

当
署
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
自
宅
等
か
ら
の

I
C
T
を

利
用
し
た
申
告
の
一
層
の
推
進

や
適
切
な
申
告
相
談
体
制
の
構

築
・
運
営
に
よ
り
、
納
税
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

役
員
の
皆
様
方
に
は
、
大
変
お

忙
し
い
中
、
年
金
受
給
者
に
対
す

る
事
前
集
合
指
導
や
地
区
相
談

会
場
の
運
営
な
ど
に
ご
協
力
を

賜
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
納
税
者
の
利
便
性
、
事

務
の
効
率
化
の
向
上
を
図
る
た

め
、
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム

(
φ
E
M
)
に
つ
き

ま
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お

い
て
は
、
法
人
の
申
告
で
は

6
割

超
、
個
人
の
申
告
で
は
約
半
数
の

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
陰

さ
ま
で
普
及
・
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
と
し

ま
し
て
は
、
こ
の
確
定
申
告
期
に

お
け
る
利
用
が
非
常
に
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
利
用
拡
大
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や

納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
に
つ
き
ま
し
で
も
、
納
税
者
の

利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
手
続

で
あ
り
、
利
用
拡
大
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。私

ど
も
で
は
、
納
税
者
の
皆
様

が
、
「
簡
単
・
便
利
・
ス
ム
ー
ズ
」

に
申
告
・
納
税
等
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
、
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税

義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
皆
様
方

の
お
力
添
え
な
く
し
て
成
し
得

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益

社
団
法
人
左
京
納
税
協
会
並
び

に
左
京
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
新

し
い
年
が
両
会
員
の
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
輝
か
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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公益社団法人

左京納税協会長

大角正幸

平
成
幻
年

ω新
春
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
能
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
巾
し

t
げ
ま
す
。

平
ぷ
は
左
瓦
納
税
協
会
の
運

営
に
抑
制
の

ご
血
僻

・
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
山
中
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
暮
れ
に
鷲
表
さ
れ
た
第

初
出
円
と
な
る
今
年
の
漢
字
一

文
字
に
は
、
私
ど
お
に
関
わ
り

の
あ
る

「脱
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。平

成
一月
年

4
凡
、
3
%
で
ス

タ
ー
ト
し
た
間
四
脱
は
、
平
成

9
年
4
月
に
5
%
、
そ
し
て
昨

年

4
月
か
ら
8
%
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
今
川
干
の

山
月
か
ら
叩
%

へ
の

引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
川
月
日
日
、

安
部
総
理
か
ら
衆
議
院
の
解
散

表
明
記
者
会
見
に
併
せ

て

叩

%

へ
の
引
き
ヒ
げ
を

l
年
半
先
送

り
し
、
平
成
凶
年

4
刀
か
ら
実

施
す
る
と
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
初
年
度

一
般
会
計
予
衡

に
お
い
て
は
、
予
算
総
椴
駒
山

・

9
兆
円
1η
々
、
的
U
・
3
品
羽

d

i
1

4
1

1

4

i

|
 

(
約
刊
%
)
が
将
来
世
代
の
負

担
と
な
る
借
金
(
公
偵
)
に
依

存
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
非
常
に
雌
し
い

財
政
状
似
に
あ
る
中
、
国
や
地

方
議
員
に
よ
る
政
治
資
金
の
使

述
を
巡
る
問
題
が
報
道
さ
れ
、

お
茶
の
聞
の
話
題
に
な
り
ま
し

た
n総

務
省
統
計
局
の
人

口
推
計

に
よ
る
と
、
円
本
の
総
人
口
は

半
成
凶
年
を
ピ
ー
ク
に
滅
少
に

転
じ
、
平
成
町
年

m月
l
日
現

在
の
年
少
人
U
H

(

川
品
以
下
)

は
、
昭
和
田
年
頃
、
生
産
年
齢
一

=
=
ミ

h
t
s
h
E

人
口
(
日
歳

1
臼
歳
)
は
、
平

一
公
益
社
団
法
人
左
京
紛
和
協
A
Z

成

7
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
ぞ
圃

れ
減
少
を
続
け
る

一
方
に
お
い
一

て
、
日
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
、
一

毎
年
増
え
続
け
て
お
り
、
そ
の
一

構
成
割
合
は
お
・
1
%
に
達
し
て
一

い

ま

す

。

一

こ
の
よ
う
な
国
の
財
政
状
況
一

と
そ
れ
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
一

及
ぼ
す
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

一

る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
平
成
部

一

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

一

の
作
文
」
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
一

は
、
税
の
使
途
に
関
す
る
も
の
一

が
例
年
以
上
に
多
く
見
受
け
ら

一

れ
ま
し
た
。

昨
年
、
こ
の
よ
う
に
社
会
生
一

活

の

基

盤

の

一
つ

で

あ

る

一

「税
」
と
い
う
文
宇
が
国
民
の

一

関
心
を
捉
え
た

こ
と
を
衆
院
に
一

喜
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て

-

い
ま
す
。

一

そ
し
て
今
年
は
、
来
年

1
月

置

か
ら
随
行
さ
れ
る
国
民
生
所
を

-

支
え
る
社
会
的
基
盤
と
し
て
、

-

社
会
保
附

・
税
番
号
制
度
(
マ

-

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
)
へ
向
け
た

一

個
人

・
法
人
に
対
す
る
酔
サ
の

一

通
知
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
目

す
。

左

京

納

脱

協
会
に
は
、

-

総

務

・
法

人

・
何
人

・
資

陀

血

税

・
脂
噂

・
背
年
の
各
部
会
が

-

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
部

一

会
&
挙
げ
て
公
税
目
的
事
業
の

B

最
終
日
的
で
あ
る
税
務
行
政
の
-

円
術
な
執
行
に
帯
与
で
き
る
よ

一

う
こ
れ
ら
の
制
度
の
周
恥
に
向
-

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

-

ど
う
か
関
係
科
機
関
枇
び
に
『

会
員
の
皆
棟
方
に
は
、
今
後
と

ん

も
よ
り

一
周

の

点

強

い

ご

支

a

援

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

H

お
願
い
市
し
上
げ
ま
す
。

一

結
び
に
当
た
り
、
会
員
各
位

一

の
特
棟
方
の
ご
健
勝

・
ご
事
業

ん

の
ご
隆
峨
を
心
か
ら
祈
念
い
た

一

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
棟
拶
と

一

さ
せ
て
い
た
だ
き

E
す
。

一
会

長

側

大

安

願

問

石

田

隆

一

副

会

長

側

聖

護

院

八

ツ

橋

総

本

府

M

鮒

岡

野
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H
H

関

西
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取

箔

工

業

側

H
H

附

北

川

H
H

附

土

井

士

山

ば

漬

本

舗

H

側

山

岡

製

作

所

M

側

一

ノ

橋

M

応

用

電

機

附

H
H

附

イ

シ

ダ

H
H

附

岡

村

竹

材

H
H

村

中

平

治

M

保

問

勝

M

鈴

木

正

史

刀

西

尾

為

和

専

務

理

事

井

上

恒

克

常

任

理

事

ア

オ

イ

白

動

車

附

H
H

青

山

商

事

側

H
H

側

ア

ト

リ

エ

ド

l

ル

H
H

附

石

長

刀

稲

尾

乳

業

側

M

附

川

島

織

物

セ

ル

コ

ン

M

側

菊

水

ρ

側

K

O

Y

O

熱

錬

万

個

三

幸

会

北

山

病

院

附

聖

護

院

御

殿

荘

清

水

長

金

属

工

業

側

側

高

尾

製

作

所

野

口

建

設

附

林

化

学

工

業

側

側

、

ハ

イ

カ

ル

本

家

八

ツ

橋

西

尾

側

側

満

月

附

ミ

ネ

側

森

茂

側

ワ

ー

ル

ド

コ

ー

ヒ

ー

和

研

薬

側

税
制
士
法
人
T
-
Y
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
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水
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業
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個
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団

行

陵

会

税

理
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法

人
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事

務

所

側

世
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想

社

教

学

社

田
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人
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附
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童

夢
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し
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染
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日

本
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加納棚j'話相台述合会見

村中平治

平
成
幻
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
て
、

左
京
納
脱
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
皆
様
方
に

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
織
に
は
、
ご
家
放
お
揃
い

で
新
し
い
午
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
、

心
か
ら
お
吉
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

当
組
合
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
共
の
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、
納

税
資
金
の
備
帯
、
仮
谷
納
税
の
普
及
、
自

主
申
告
の
推
進
と

e
i
T
a
x
の
普
及
拡

大
、
ま
た
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
募
集
活
動
を
通
じ
て
次
代
を
担
う
中

学
生
に
租
税
教
育
を
推
進
し
、
税
に
関
し

て
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
初
年
の
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
募
集
事
業
は
必
年
目
に
な
り
、

左
京
区
内
の
中
学
校
に
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
結
果
、
応
募
校
は
校
、
こ
れ
は
左
京

区
内
の
全
て
の
中
学
校
よ
り
応
募
頂
き
ま

し
た
。
応
募
作
品
は
9
3
2
編
と
前
年
を

上
回
り
ま
し
た
。

昨
年
も
日
月
日
日
(
火
)
ウ
エ
ス
テ
イ

ン
抑
制
ホ
テ
ル
京
都
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
平

成
初
年
度
納
税
表
彰
式
に
お
い
て
優
秀
作

品
と
し
て
、
京
都
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
ノ
1

ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
校
第
3

学
年
中
島
理
加
さ
ん
に
、
賞
状
と
記
念
品

の
授
与
が
行
わ
れ
、
受
賞
作
品
「
社
会
に

対
す
る
責
任
と
は
」
が
木
人
に
よ
っ
て
朗

読
さ
れ
、
出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。当

日
は
、
納
税
表
彰
式
終
了
後
、
京
都

市
長
も
来
鴛
さ
れ
、
改
め
て
、
直
綾
ご
本

人
に
賞
状
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
も
園
、
府
及
び
市
の
税
務
当
局
並

び
に
、
関
連
団
体
と
連
機
協
調
を
保
ち
、

組
織
の
発
展
、
事
業
活
性
化
に
向
け
て
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
当

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
運
営
及
び
事
業

に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
方
の

ご
事
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
、
ご
健
勝
、

ま
た
本
年
が
皆
保
方
に
と
り
ま
し
て
、
素

晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
険
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近畿税理士会左京支部長

伊良知弘敏

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。左

京
納
税
協
会
並
び
に
左
京
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
近
畿
税
理
士
会
左
京
支
部
の

運
営
と
事
業
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
し
ι
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
ま
ず
も
っ
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
は
月
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
新
し
い
政
権
の
枠
組
み
も
決
ま
り

ま
し
た
。

消
費
税
の

ω
%
へ
の
ア
ッ
プ
が

1
年
半

先
延
ば
し
に
な
る
こ
と
や
、
消
費
税
に
お

け
る
軽
減
税
率
の
導
入
の
検
討
等
、
税
を

取
り
巻
く
環
境
に
大
き
く
影
響
す
る
論
点

も
あ
り
、
今
年
も
政
治
か
ら
目
を
離
せ
な

い
状
況
が
続
く
と
岡
山
わ
れ
ま
す
。

ま
た
毎
年
、
当
協
会
に
ご
後
援
い
た
だ

一
理

い
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
税
理
士
に
よ

一

る
税
金
無
料
相
談
会
」
は
昨
年
H
月
四
日

一

に
カ
ナ

l
卜
裕
北
に
て
催
し
、
今
年
1
月

一

か
ら
の
相
続
税
の
改
正
の
影
響
も
あ
っ
て

一

。

か
、
例
年
よ
り
多
く
の
相
談
者
が
あ
り
ま

…

し
た
。

一
監

事

年
が
明
け
ま
す
と
、
法
定
調
書
・
合
計

一

表
の
作
成
提
出
、
償
却
資
産
税
の
申
告
、

一
事
務
局
長

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
と
、
事
業

一
書

記

者
の
方
々
や
私
達
税
理
士
に
左
つ
て
は
忙

一

し
い
時
期
に
な
り
ま
す
ロ

一

こ
の
時
期
の
地
区
無
料
相
談
事
業
は
、

一

国
税
庁
よ
り
の
「
受
託
事
業
」
と
し
て

E
Et--ー

;
:
l
v

畿
税
理
士
会
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り

一

左

京

縦

税

貯

蓄

組

合

日
刊
日
目
刊
誌
日

…

連
合
会

税
迎
士
の
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
税

一
会

長

辺
土
と
し
て
社
会
的
公
共
的
責
務
を
刷
用
た

E
E

H

同
M
m明

間
比
比ド

す
た
め
、
会
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

一

3

.
副

会

長

事
業
で
す
。

そ
し
て
現
場
の
運
営
に
は
納
税
協
会
役

一

一

員
等
の
皆
様
の
ご
協
力
な
し
に
は
、
ス

一

ム
ズ
に
運
営
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す

一

少

の
で
、
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

一
常
任
理
事

し
上
げ
ま
す
。

一

本
年
は
、
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
申
告
相

一

談
の
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一

二
月
三
日

1
五
日
に
京
都
教
育
文
化
セ

一

ン
タ
ー
に
て
年
金
受
給
者
に
対
す
る
相
談

一

会
、
二
月
二
十
六
日

1
二
十
七
日
に
は
左

一

。

京
区
役
所
に
て
地
区
相
談
会
を
開
催
い
た

一-
迎

事

し
ま
す
。

一

λ

ま
た
納
税
協
会
会
員
の
皆
様
を
対
象
と

一

い
た
し
ま
し
た
申
告
相
談
会
は
二
月
十
九

-

日
、
一
一
一
月
-
一
日
、
一
一
一
月
九
日
に
開
催
い
た

一

。

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

一

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
傑

一

方
の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
ま
す
ま
す
の
ご

一
監

繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

一

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ロ

一

事

高小石附官三土 高 住久

ゼ

不

瀬西原ラ下品井橋 井 保
lレ

美 尚 京 サ晃正 崇 一 啓

ピ
穂紀二スー嗣裕 欽子 勝

。。

川藤 井 河鈴福 三西高 西古九 石 小伊川淵 辰 保桂 石 村

久

保原上村鹿井品

良

イシ

事

田中

厚 隆 平

橋山城 谷崎 川知崎 場巳 回

弘修恒 正邦武 正 策正善大有|高 久弘啓

一健 克 明子司 嗣三 人朗節 彦 照子敏毅 之 偉勝子 一 治

経営者大型総合保障制度
自動車保険 障害保険(労災上乗せ)

火災保険(地震保険)・賠償保険
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京都府京都東府税事務所長

山田 格

左
京
納
税
協
会
並
び
に
左
京

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
素
は
府
政
並
び
に
税
務
行

政
の
推
進
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。昨

年
は
、
「
平
成
初
年

8
月

豪
雨
」
を
は
じ
め
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
り
、
京
都
は

3
年

連
続
の
甚
大
な
災
害

に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
府
と
し
て
は
被
害

に
遭
わ
れ
た
地
域
の
一
日
も
早

い
復
旧
と
将
来
に
わ
た
っ
て
の

安
全
確
保
対
策
に
、
国
・
市
町

村
と
連
携
し
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
の
問
題
も
高

齢
化
の
進
展
と
併
せ
て
一
刻
の

猶
予
も
な
く
、
抜
本
的
な
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東

京
一
極
集
中
の
是
正
や
中
小
企

業
・
農
林
水
産
業
の
振
興
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、

今
、
日
本
社
会
は
大
き
な
転
換

期
に
来
て
お
り
、
従
来
の
制
度

や
政
策
を
大
き
く
超
え
た
発
想

や
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
新
た
-

な

施

策

に

よ

り

「

新

し

い

安

一

心
」
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
一

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

一
方
で
、
京
都
の
観
光
客
は
一

大
幅
な
回
復
を
見
せ
、
左
京
区
一

内
の
植
物
園
は
近
年
最
高
の
入
一

園
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
府
一

立
大
学
に
は
、
府
立
医
科
大
学
、
一

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の

3
大

学

一

に
よ
る
全
国
初
の
教
養
教
育
共
一

同
化
施
設
が
完
成
し
、
豊
か
な
一

人
材
育
成
・
交
流
拠
点
と
し
て
…

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

一

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
一

ま
す
ま
す
進
展
す
る
少
子
高
齢
一

化
へ
の
対
応
な
ど
行
政
需
要
は
一

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
り
、
一

納
税
者
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
一

負
担
を
か
け
る
こ
と
も
あ
ろ
う
一

か
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
一

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
一

す

。

一

府
税
事
務
所
に
お
き
ま
し
て
一

は
、
今
後
も
利
便
性
の
向
上
と
、
一

親
切
で
公
平
・
公
正
な
税
務
行
一

政
の
推
進
を
決
意
い
た
し
ま
し
一

て
今
年

一
年
事
務
を
執
行
し
て

E

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
一

皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
一

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
一

と
ご
多
幸
、
そ
し
て
ご
商
売
の
一

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
一

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
…

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

s

京都市左京区長

鶴谷 隆

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
，
京
都
市

政
並
び
に
左
京
区
政
の
推
進
に
力

強
い
御
支
援
.
御
協
力
を
い
た
だ

き
，
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
8
月
の
豪
雨
で
は
，
左
京
区

で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
，
多
く
の
皆
様
が
復
旧
に
御

協
力
い
た
だ
き
，
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

左
京
区
で
は
.
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
第
2
期
左
京
区
基
本
計

画
「
左
京
は
あ
と
ふ
る
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
，
左
京
区
の
魅
力
で
あ
る
豊

か
な
自
然
や
歴
史
，
多
彩
な
文
化

を
未
来
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
標
に
，
区
民
の
皆
様
が
互
い
に

交
流
を
深
め
な
が
ら
，
区
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
引
き
続
き
，
防
災
・
減
災

や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
，
区
民
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
，
更
な
る
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一方
，
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行

等
に
よ
り
社
会
福
祉
関
連
経
費
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
本
市

財
政
を
支
え
る
財
源
の
確
保
が
，

引
き
続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税
は
，
本
市
の
財
源
の
中
で
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め
，
自
主
的

に
使
え
る
財
源
と
し
て
非
常
に
貴

重
な
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
，
歳
入
の
確
保
は
も
と

よ
り
，
市
民
負
担
の
公
平
性
確
保
の

た
め
，
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
得

な
が
ら
，
市
税
徴
収
率
の
向
上
を
は

じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
確
保
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す。
ま
た
，
昨
年
日
月
に
は
，
税
務
職

員
の
人
材
育
成
と
専
門
性
の
維

持
・
向
上
を
組
織
的
か
つ
継
続
的
に

図
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
，
さ
ら
な
る
効
率
的
な
執
行
体
制

を
確
立
す
る
た
め
，
税
務
組
織
の
在

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
，
「
市
税

事
務
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

今
後
も
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
.
市
民
の
皆
様

に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
公
正
で

公
平
な
税
務
行
政
の
推
進
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
，
京
都
市
政
並
び
に

左
京
区
政
の
推
進
に
，
よ
り
一
層
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
，
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
結
び
に
，
皆
様
方
の
御
健
康
と
御

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
，
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

~，を
TEL. (075)761-2311代

FAX . (075) 75 1 -88 1 2 
http://www.to・fu.co.jp

U、
名物ゆどうふ

天保十年名園

計測とメカ E ・E ・ -

E~Jï'J 
南禅寺

京都府城陽市平川中道表63・1
熊本県菊池市j四水町吉富100・29
静岡県浜松市浜北区中瀬7610

②由開聞i制相会社
京都事業部

熊本事業部
浜松事業部
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骨各自

京都精華女子中学校:12/5 (金)

京都文教中学校:12/10(水)

-中学生の「税についての作文」表彰式を区内全 14校で実施・
平成26年度中学生の「税についての作文」に応募され、入賞された生徒の皆さん方に対する表彰式が下記の日程により左京区内全ての中学

校 (14校)において行われました。
各中学校には、表彰区分(税務署長賞・府税事務所長賞・区長賞・税理士会支部長賞・租税教育推進協議会長賞・納税協会長賞・納税貯蓄

組合連合会長賞)ごとに国・府・市の幹部職員、近畿税理士会左京支部伊良知支部長、左京納税貯蓄組合連合会村中会長、左京納税協会井上
I，'i務JIIV/i7)吋1]問し、入賞者に賞状と副賞を授与し、応募者全員には参加賞が渡されました。

市立高野中学校:12/12 (金)

市立近衛中学校:12/17(水)

必111
京都市中京区衣棚通姉小路上ル長浜町149

電話(代)211-7411番

東山中学校:12/9 (火)

⑧株式全総

疫の

府立格北高等学校附属中学校:12/16 (火)

り

市立下鴨中学校:12/5 (金)

同志社中学校:12/11 (木)

納税だよ

慨がやさしいおいしさづくり I 

公会
だい やす

品企単2盆主旦Lf国内産素材を使用。
化学調味料・保存料・合成着色料は使用していません。

本庖/平安神宮東 TEL075-761心281/FAX 075-771-8756 

http://www.daiyasu.co.jp 

原左

ノートルダム女学院中学校:12/5 (金)

ο "Jr 官氏、 't'J嶋

市立花脊小中学校:12/12 (金)

市立修学院中学校:12/9 (火)

市立大原中学校:12/10 (水)

市立洛北中学校:12/8 (月)

議つの⑤@

T 
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http:グwww.nouzeikyokai.or.jp/kobetsu/sakyo.html
切

《税に関する高校生の作文:表彰式》
平成26年度「税に関する高校生の作文」表彰式が中学生の「税についての作文」表彰式と同様、次のとおり行われました。

国税庁主催による高校生の作文募集においては、左京区内にある7つの全ての高等学校から1，159編の応募があり、平成23年度以降、全7校
からの応募が続いており、平成24年度以降、応募数は1千編を超えています。

京都精華女子高等学校:12/5(金) 東山高等学校:12/9(火)

府立北稜高等学校:12111 (木) 同志社高等学校:12/11(木)

京都文教高等学校:12/1O(水)

確定申告事務連絡協議会を開催

《年金事前指導・・・ 2/3-5 (火~木)京都教育文化センター〉

《地区相談・・・ 2/26-27(木~金)左京区役所 1階大会議室〉

12月10日(水)左京税務署において、平成26年分確定申告期における「年金事前指導及び地区相談」の実施要領

等について、左京税務署、近畿税理士会左京支部、左京納税協会の三者が協議する確定申告事務連絡協議会が開

催されました。

当日は、税務署幹部職員、税理士会支部役員、納税協会個人部会長・指導部会長・個人部会地域支部長代表な

ど総勢19名が出席して行われました。

会議の官頭、三者の各代表あいさつの後、桂田個人課税第 1統括官から平成26年分「年金事前指導及び地区相

談j の実施要領についての説明がありました。

平成26年分年金事前指導は、昨年同様、京都教育文化センターにおいて、 2月 3日(火) "-' 5日(木)までの

3日間、地区相談は、左京区役所 1階大会議室において、 2月26日(木)"-'27日(金)の 2日間開催されることとな

りました。

左京区役所岩倉出張所における地区相談は、廃止となりました。

左京納税協会では、この協議会の結果を受けて、 1月23日(金)10時から左京区役所大会議室において、左京税

務署、近畿税理士会左京支部と共催の「地区相談等事務実施要領打合せ会J開催することとしています。

A ISHIDA 

はかりしれない技術を、世界へ。

株式会社イシヲ" www.ishida.co.jp 
本社 干も06-8392 京都市左京区置圃院山主町44 TEL 075-77ト4141

経世書士II!睡古慢同制E四ご加入企車町位大に向吋て
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粛11支経IJ県R罰市中隈E号丸過り主費条是下Jル~II頭理司臼5-3 京興.‘‘3蓋E底/照飽府原a偲s市中扇巨局丸過三粂下Jル~II讃痘ヨ到15目95
TEl 015-231 -5341 犬同生命原観ピル7円 TEL075-223-1651 



366 り納税だよ尽左27. 1. 16 (7) 

l J左京納税協会のホームページをご覧下さい
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12月11日(木)左京模範法人会は、ワールドコーヒー白川本屈において、左京税務署から

富田署長、本間副署長、前回総務課長、村-岡法人課税第 1統括官、

南資産課税統括官をご来賓にお迎えして平成26年度研修会を開催

しました。

研修会には西村信幸会長以下、 13名の会員の出席がありました。

研修のテーマは、 12月10日(水)に開催された優法会と同様の

テーマですので、その内容については割愛させていただきます。

ゆ O村中税理士事務所

悦岨 1:村 1-/1 fIJf 治

税理Il士村中平治
干606-8081京都市左京区修学院大林町13番地の4

河..，

信頼し、信頼されて、

そしてまた新しい信頼の輸が広がる

創業 105年
』札

NOGUCHI 

。野口グループ

野口建設株式会社
京都市左京区間中大騒 Inr214 

http://www.kirin-g.jp 
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( 安心経営のベストパートナ

1 .年金受給者のための確定申告相談会場のご案内
年金受給者の方を対象に確定申告相談会場を開設します。

4Z23h Z 場 開 イ崖 日

京都教育文化センター 2月 3 日(火)~2月 5 日(木)
1階 103号

開 イ崖 時i 間 等

午前 10時~正午
午後 1時~午後4時

366 (8) 

{京大病院南側) (3日間) (相談の受付は午後3時まで)

申 正午から午後1時の間は、相談を行っておりません。
申 混雑状況等により早めに受付を終了させていただく場合があります。
申 相続税、贈与税、土地 ・建物 ・株式等の譲渡所得等の相談は行っていません。

※ 上記会場には、駐車場がありませんので、電車・パス等の公共の交通機関をご利用ください。
※ 公的年金等の収入金額が、 400万円以下で、かっ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である
場合には税務署への確定申告は不要です。(住民税の申告が必要となる場合があります。)

2.税理士による地区相談会場のご案内
近畿税理士会左京支部の税理士が無料で相談に応じます。

，2d3bZ • 場 開 f雀 日 開 f崖 日寺 間 等

2月 26 日(木)~2月 27 日(金)
午前 10時~正午

左京区役所 1階大会議室 午後 1時~午後4時(2日間)
(相談の受付は午後3時まで)

本 正午から午後 1時の聞は、相談を行っておりません。
申 混雑状況等により早めに受付を終了させていただく場合があります。
申 相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得等の相談は行っていません。

※ 上記会場は駐車場が狭いため、混雑が予想されますのでご留意ください。
※ 左京区役所 岩倉出張所会場は、本年は開設しておりませんので、ご留意ください。

3.広域申告センター(確定申告相談会場)のご案内
開催日時 場 所

広域申告センター
2月 22日(日)、 3月 1日(日)

午前9時~午後5時

池坊短期大学美心館
地階アツセンブリホール

※地下鉄「四条」駅・阪急「烏丸」駅下車
26番出口徒歩すぐ(両日曜日に限り開催します)

※ 上記会場には、駐車場がありませんので、電車・パス等の公共の交通機関をご利用ください。

[問合せ] 左京税務署 個人課税部門 倉 761-5371(自動音声による番号案内が流れた場合は r2Jを押してください。)

女左京税務署の確定申告会場は、 1月26日(月)より開設します。

なお、 1月23日住)までは、通常窓口での対応となりますので、混雑状況によっては、長時間お待ちいただく

こともあります。

{確定申告書の作成には、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナーJが大変便利ですけ

ご自宅等で国税局ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、プリンタで申告書を印刷し郵送等でご提出(又は、イン j
lターネットにより申告データを送信)できるため、混雑した確定申告会場にお越しいただく必要はありません。 : 

0左京納税協会会員の申告相談日程 ※開催時間は、午前9時30分から午後4時までです。

| 左京納税協会会員の皆様方を対象とした無料の申告相談は、次の3日間、左京納税協 | 2月 19日(木)

会で開催しますので、ご利用下さい。

なお、2月19日(木)は、 re-Taxによる申告相談Jにも対応しますので、e-Taxによ
3月 2日(月)

る申告をされる方は、是非ともご利用下さい。

すべては一杯のおいしい伽排の為に
百貨庖・スーパーマーケットへの流通

吋o c!厄f1.U!>~Wω…
株式会社ワールドコーヒー

http://www.world.coffee.co.jpj E-mail:info@world-coffee.co.jp 

本社〒615-0803京都市右京区西京極南庄境町51
TEL(075)314-2255 FAX(075)314-2211 

3月 9日(月)

ご昼食、御宴会、お泊まりは

E察官222聖護院御殿荘へ

庭園足湯あります(昼~夜)
御料理、宿泊とも全て前日までの御予約で賜ります

電話 (075)771 -4151 • FAX (075) 761 -5555 
京都市左京区聖護院中可151ト(市バス熊野神社前下車すり


